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look after your bank book, etc., but consider the following: If you give 

them your bank book and hanko together, they will be able to 

withdraw money from your account. To prevent this, you have to 

take some responsibility yourself, for example by looking after your 

bank book yourself and asking them to look after your hanko only. 

Don’t forget that the basic rule is that you yourself should look after 

all these important documents, etc.  

 
 

 May  Bulletin  
 
 
<Health>  —Gogatsu byo (“May slump”)— 

 

In Japan, most new employees start work and new students start 

school in April. By the time the invigorating weather of May arrives, 

they should have gotten used to their new company or school, but it 

sometimes happens that they begin to feel depressed, run out of 

energy for work or study and become unable to concentrate.  

Gogatsu byo does not occur only among new employees and new 

students, and it does not occur only in May. Gogatsu byo is a general 

name given to the symptoms of a psychological slump, when people 

have trouble adapting to a change of environment, and, without 

realizing it, retreat into their shells. It got this name because it often 

occurs in early May.  

 

 

 <Japanese Words and Phrases>  
—Kodomo no hi (Children’s Day)—  

 

May 5 is Children’s Day. This is one of Japan’s national holidays, set 

aside to honor the unique personalities of children and wish for their 

happiness.  

In the past, this celebration was called Tango no sekku (Boy’s 

Festival); on a baby boy’s first Tango no sekku (and now on Kodomo 
no hi), the boy’s family displays outside their home a koi nobori 
(carp-shaped streamer), given to them by the mother’s family. Under 

the satsuki bare no sora (clear skies of May), the carp streamers fill 

with wind and seem to “swim,” like a healthy and active child, 

representing wishes for the child’s happy and healthy development. 

 

通帳
つうちょう

、印鑑
いんかん

を一緒
いっしょ

に預かる
あず

等
など

、保管者
ほかんしゃ

がお金
  かね

を引出せる
ひきだ

形
かたち

で預かる
あず

ことは適切
てきせつ

でないこ

ととされていますので、例えば
たと

印鑑
いんかん

のみを

保管
ほか ん

してもらうなど、ある程度
ていど

は自分
じぶん

で管理
かん り

しなければなりません。あくまでも研修生
けんしゅうせい

・

技能
ぎのう

実習生
じっしゅうせい

本人
ほんにん

による保管
ほか ん

が原則
げんそく

だという

ことを忘れないで
わす

ください。 

 

 

 

 

 ５月のミニ情報
じょうほう

  

 

＜健康
けんこう

＞ ― 五月病
ごがつびょう

 ― 

 

 日本
にほん

では多く
おお

の場合
ばあい

、会社
かいしゃ

への就職
しゅうしょく

や

学校
がっこう

への入学
にゅうがく

は４月
  がつ

に行われます
おこな

。爽やか
さわ

な

５月
  がつ

になり、そろそろ会社
かいしゃ

や学校
がっこう

に慣れて
な

き

た頃
ころ

なのに、何
なん

となく気
き

が滅入
め い

って仕事
しご と

や

勉強
べんきょう

に身
み

が入らない
はい

、集中
しゅうちゅう

できないなどの

症状
しょうじょう

が出て
で

くることがあります。 

「五月病
ごがつびょう

」は、新入
しんにゅう

社員
しゃいん

や新入生
しんにゅうせい

だけの

症 状
しょうじょう

でも、また、五月
ごが つ

に限
かぎ

った病気
びようき

でもあ

りません。新
あたら

しい環境
かんきょう

の変化
へん か

についていけ

ず、知らず
し

知らず
し

のうちに自分
じぶん

の殻
から

の中
なか

に

閉じこもりがち
と

になる心
こころ

のスランプで、

精神的
せいしんてき

な症状
しょうじょう

の総称
そうしょう

です。５月初め
がつはじめ

に

起こる
お

ことが多い
おお

ことから、このように

呼ばれる
よ

ようになりました。 

 
 
＜日本
に ほ ん

のことば＞ ― こどもの日
ひ

 ― 

 

５月
  がつ

５日
  か

は「こどもの日
ひ

」。日本
にほん

における

国民
こくみん

の祝日
しゅくじつ

の一つ
ひと

で、子供
こども

の人格
じんかく

を重んじ
おも

、

子供
こども

の幸福
こうふく

をはかる趣旨
しゅし

で制定
せいてい

されました。

昔
むかし

は「端午
たんご

の節句
せっく

」と言われ
い

、男
おとこ

の子
こ

が

生まれた
う

家
いえ

では、初節句
はつぜっく

に母親
ははおや

の実家
じっか

から

お祝い
  いわ

に贈られた
おく

「鯉のぼり
こい

」を立てる
た

習わし
なら

があります。「五月
さつき

晴れ
ば

」の空
そら

の下
した

、風
かぜ

をい

っぱいにはらんで泳ぐ
およ

鯉
こい

は、元気
げんき

のよい子供
こども

のようで、子供
こども

達
たち

が幸せ
しあわ

にのびのびと育って
そだ

ほしいと願わず
ねが

にはいられません。 

 

 
 
 

 

 


